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看護関連施設基準・食事療養等の実際

看護サービスにおける診療報酬での適切な評価・取扱いの情報を集成

●医療機関の経営管理者・看護師等専門職を対象に，保険医療における看護サービスの考え方と運用を詳しく解説しています。

●入院サービス提供の基本となる看護サービスに関連する診療報酬の施設基準と食事の提供に関する情報を集成しています。

届出から点数算定までを一連の流れで構成した，実務重視の編集です。

●看護関連サービスや食事の診療報酬について歴史的経緯をふまえ，図表を用いわかりやすく解説している「総説」を掲載。

「総説」を読み，さらに知りたい法令・通知等を読めるように編集しています。

●「看護関連施設基準等と診療報酬編」は，看護関連の施設基準について，項目ごとに要点を説明し，実務の根拠となる法令・

通知に加え疑義解釈・届出様式を整理して収載しています。看護関連の特掲診療料の項目も掲載しています。

定価　本体 4,200円＋税／Ｂ５判約1,300頁
ISBN978-4-7894-1725-9 C3047 ￥4200E

平成30年4月版  　  10月発刊予定

商品No.14215

─ 611 ─

6-9：A305 一類感染症患者入院医療管理料

　一類感染症患者入院医療管理料の対象患者は、感染症法に定める一類感染症に罹患している患者又

はその疑似症患者あるいは無症状病原体保有者である。本管理料には、入院基本料・入院基本料等加

算をはじめ、注射、処置、病理診断の一部が包括されている。

　施設基準は、感染症法に定める特定感染症指定医療機関又は第一種感染症指定医療機関であり、看

護師が、常時、患者２人に１人以上の割合で当該管理室に勤務していること等が定められている。

　平成28年改定では、疾患や患者によって治癒や隔離期間が異なり、標準的な入院期間の設定が困難

であることを踏まえて、算定期間を２区分（14日以内／15日以上）として従来の算定日数上限（14日）

を撤廃し、感染症法が規定する入院措置中の期間は算定が可能となった。

　また、一類感染症の治療法は未知の部分が大きいことから、発生時に必要となった検査・注射等に

対応しやすい体系とするため、検査、点滴注射、中心静脈注射が包括対象外となった。

⑴　一類感染症患者入院医療管理料の施設基準

イ　病院の治療室を単位として行うものであること。

ロ 　当該治療室における看護師の数は、常時、当該治療室の入院患者の数が２又はその端数を増すご

とに１以上であること。

⑵　一類感染症患者入院医療管理料の対象患者

　別表第八に掲げる患者

別表第八　一類感染症患者入院医療管理料の対象患者 

一 　感染症法第６条第９項に規定する新感染症又は同法第６条第２項に規定する一類感染症に罹患し

ている患者

二　前号の感染症の疑似症患者又は無症状病原体保有者

１　一類感染症患者入院医療管理料に関する施設基準

　当該治療室を有する医療機関は感染症法第６条第13項に規定する特定感染症指定医療機関又は同法

第６条第14項に規定する第一種感染症指定医療機関であること。

２　届出に関する事項

　一類感染症患者入院医療管理料の施設基準に係る届出は、別添７の様式８【→171頁】、様式９【→172

頁】及び様式46を用いること。

施設基準 第九・七　一類感染症患者入院医療管理料の施設基準等

〈平22〉

取扱い通知 別添4　第８　一類感染症患者入院医療管理料

6-9 A305 一類感染症患者入院医療管理料

診療報酬（点数表と留意事項通知）

留意事項通知

⑴ 　一類感染症患者入院医療管理料の算定対象となる患者

は、次に掲げる患者であって、医師が一類感染症患者入

院医療管理が必要と認めた者であること。

　ア 　感染症法第６条第９項に規定する新感染症又は同法

第６条第２項に規定する一類感染症に罹患している患

Ａ305 一類感染症患者入院医療管理料（１日につき）

１　14日以内の期間 9,046点

２　15日以上の期間 7,826点

注１ 　別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合している

ものとして地方厚生局長等に届け出た感染症法第６条

第13項に規定する特定感染症指定医療機関又は同法第
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項目の要点

を解説

食事の提供に

関係する情報

を掲載

入院時食事療養及び入院時生活療養，栄養関連診療報酬編

基本診療料の施設基準等と診療報酬編

特掲診療料（看護関連）の施設基準等と診療報酬編

総説

施設基準上の規定

を，告示・取扱い通

知まとめて掲載

あわせて届出様式を

掲載

施設基準等に関連する診療報酬を掲載

左欄に告示，右欄に関連する留意事項通

知の要旨を配置
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業界初！医科診療報酬点数表に関連する

薬剤名（商品名）が引ける画期的な事典！

「薬効・薬価リスト」と併せてレセプト事務に必携

●最新の薬剤情報をもとに作成。薬剤から診療報酬関連項目を検索できる逆引きも可能です。

●医療保険の実務において薬剤単位での特定がより大事になる流れの中，現場で今必要とされる“商品名レベルの紐付け”に

役立ちます。『薬効・薬価リスト』（26頁参照）と併せてレセプト事務にご活用下さい。

商品No.12671

定価　本体 4,500円＋税／Ｂ５判2色約800頁
ISBN978-4-7894-0271-2 C3047 ￥4500E

診療報酬×薬剤リスト

医科点数表の医薬品がわかる

本書の構成（平成29年版の例）

第Ⅰ部　診療報酬編

薬剤が関連する項目別に掲載（医科点数表の区分番号などの識別番号順）

① 医科点数表本文・関連通知等に限定されている薬剤名をリスト化

② 医科点数表の本文・通知等において関連のある薬剤の範囲を主に一般名，薬効分類名等で表記

　掲載対象：診療報酬から抜粋した約130項目

第Ⅱ部　薬剤リスト編
概要：薬剤（商品名・一般名）を50音順に掲載

掲載対象： 薬価基準収載品のうち，第Ⅰ部掲載対象項目に関連する主要な薬剤

※収録薬剤数：14,000程度（商品名・一般名合計）

6月発刊予定平成30年版
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医科点数表の医薬品がわかる

診療報酬×薬剤リスト

平成　　　年版

〈第Ⅱ部　薬剤リスト編〉

〈第Ⅰ部　診療報酬編〉




